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１．教育方針 

地域社会から親しまれ支えられ、地域に貢献できる専門学校として次の方針を基本とする。 

（１） 教育内容の充実 

介護福祉に関する専門的な知識・技術を教授し、介護福祉士の資格取得可能な学生を養成する。 

（２） 介護現場に即した人材の育成 

福祉現場が直面している課題を反映した教育内容や介護職員の声を生かした教育を実施する。 

（３） 福祉動向の把握及び理解 

関係機関との連携を深め、施策の動向を収集することで、最先端の介護現場にも通用する学習

内容を編成し、高齢者及び障害者福祉の向上に寄与できる学生を育成する。 

（４） 地域貢献 

地域や事業所の行事あるいは活動に参加する特別活動を充実し、社会性や自主性を育むととも

に地域へ貢献できる学生を育成する。また、開かれた学校として施設を活用した住民の諸活動

を支援して、地域福祉力の育成やコミュニティの活性化に貢献する。 

 

２．学校の教育目標 

   高校生及び社会人に選ばれる介護福祉士養成校を目指し、教育内容を見直すほか、本校の特色

を積極的にアピールするため広報戦略を強化する。また、介護福祉士実務者研修等の資格取得支

援の研修を開催し、広島県東部における介護職員養成の中心的な役割を果たす。 

 

３．重点目標  

（１） 魅力ある学校づくり 

・授業やボランティア活動、介護実習等で法人内事業所と連携を図り、現場に即した学生を協

働して育てる体制を作る。 

・介護福祉士の国家資格取得の他に、学生にとって魅力的な授業を提供するため多様な選択講

座等について研究する。 

（２） 入学生の確保による経営の安定化 

・学校の特色や介護の魅力をわかりやすく伝えるため、パンフレットの内容を見直す。 

・入学生確保の入り口となる体験入学の開催数を確保し、多彩な企画や丁寧な開催案内で、 

参加者数延べ 50名を目標にする。 

・令和３年度入学者数の目標を 25名(委託訓練 10名含む)とする。（実数 36名、この内委託生 9名） 

（３）その他 

・介護福祉士実務者研修、痰の吸引等研修を継続実施する。 

・外国人の入学に対して、受け入れ態勢の整備を行う。（ベトナム人留学生 2名） 
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４．評価項目の達成及び取組状況 

(1) 教育理念・目標 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３ 

やや不適切…２、不適切…１ 

・学校の理念・目的・育成人材像は定められているか 

(専門分野の特性が明確になっているか) 
  ４ ○3  ２ １ 

・学校における職業教育の特色はあるか   ４ ○3  ２ １ 

・社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか   ４ ○3  ２ １ 

・学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者等に 周知され

ているか 
  ４ ○3  ２ １ 

・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけ

られているか 
  ４ ○3  ２ １  

 

① 現状 

 社会福祉法人尾道さつき会の学校運営の理念は「地域に親しまれ、支えられるとともに、地域

に貢献できる専門学校づくり」であり、以下の目的が設定されている。 

 教育内容の充実 

   介護福祉に関する専門的な知識・技術を教授し、介護福祉士の取得が可能な学生を育成 

  介護現場に即した人材の育成 

   福祉現場が直面している課題を反映した教育内容や、介護職員の声を生かした教育を実施 

 福祉動向の把握及び理解 

   関係機関との連携を深め、早期に施策の動向を収集することで、福祉の実情を反映した学習

内容を編成し、高齢者及び障害者福祉の向上に寄与できる学生を育成 

  地域貢献 

   地域や事業所の行事あるいは活動に参加する特別活動を充実し、社会性や自主性を育むとと

もに、県東部の唯一の専門学校として地域に貢献できる学生を育成 

 

② 課題 

地域包括ケアに貢献できる介護福祉士が求められている。住み慣れた地域でその人らしく生

きることを支える支援や、医療的ケアも含む重度の利用者を支える支援が求められている。  

施設の見学や体験、現場実習を通してこれにきちんと対応できるマネジメント能力やリーダー

シップ力を養う介護福祉士教育としてさらに見直していくことが必要と考える。また、現場と

の連携について、コロナ禍においても実施できる方法や対策を模索していく必要がある。 
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(2)学校運営 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３ 

やや不適切…２、不適切…１ 

・目的等に沿った運営方針が策定されているか   ４ ○3  ２ １ 

・運営方針に沿った事業計画が策定されているか   ４ ○3  ２ １ 

・運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能してい

るか 
  ４ ○3  ２ １ 

・人事、給与に関する規程等は整備されているか   ○4  ３ ２ １ 

・教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか   ４ ○3  ２ １ 

・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか   ○4  ３ ２ １ 

・教育活動等に関する情報公開が適切になされているか   ４ ○3  ２ １ 

・情報システム化等による業務の効率化が図られているか   ４ ○3  ２ １ 

 

① 現状 

運営方針、事業計画については、毎年教職員間で協議を行ったうえで策定し、理事会に提出して 

いる。学校の運営については、教職員は校務分掌で役割を明確にし、実施している。協議事項は毎

月２回開催している教職員会議等で十分協議したうえで、決定事項として情報共有している。教育

活動については当校のホームページ等により情報公開に努めている。 

   

② 課題 

運営方針、事業計画について、中長期的な目標設定が必要と考える。幸い、昨年より入学生の増

加傾向にあるが、少子化の更なる影響は必至と考えられるため、本校の特徴、長所を明確にし、発

信すると同時に、それを柱に計画性を持って取り組んでいく必要がある。 

 

③ 特記事項 

学生数は前年度と比較して増加している。介護人材の確保は国や自治体にとっても大きな課題であ 

り、養成校として、行政や他機関と介護人材確保に向けた取り組みを実施していく。学校運営につ

いて、学校の努力はいうまでもないが、法人全体や関連分野、また自治体との連携が必要である。 
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 (3)教育活動 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３ 

やや不適切…２、不適切…１ 

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか   ○4  ３ ２ １ 

・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応した教育到達

レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
  ○4  ３ ２ １ 

・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか   ○4  ３ ２ １ 

・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開

発などが実施されているか 
  ４ ○3  ２ １ 

・関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見

直し等が行われているか 
  ４ ○3  ２ １ 

・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、 実技・実

習等）が体系的に位置づけられているか 
  ○4  ３ ２ １ 

・授業評価の実施・評価体制はあるか   ○4  ３ ２ １ 

・職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか   ４ ○3  ２ １ 

・成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか   ○4  ３ ２ １ 

・資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか   ○4  ３ ２ １ 

・人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか   ○4  ３ ２ １ 

・関連分野における業界等との連携において優れた教員(本務・兼務含む)を確保するな

どマネジメントが行われているか 
  ４ ○3  ２ １ 

・関連分野における先端的な知識・技能等を習得するための研修や教員の指導力育成な

ど資質向上のための取組が行われているか 
  ４ ○3  ２ １ 

・職員の能力開発のための研修等が行われているか   ４ ○3  ２ １ 

① 現状 

新型コロナウイルス感染症が拡大して 2年目。新入生数が増え、学生同士が密となる状況が授

業や休憩時等で発生しやすくなった。体調不良がコロナ感染によるものかどうか検査結果が判明

するまでは、休講で対応したことが度々あった。実技の授業は、前期中は実施せず、感染状況が

落ち着いてきた 9月以降に実施した。オンライン授業と対面授業を組み合わせ、実習前にはクラ

スで集まらないように対応した。後期は、学生及び家族の健康観察や行動記録等の実施が定着し

つつあり、感染対策が必須の行動であることについて周知されてきた。また、キッコーマンバイ

オケミファ株式会社の ATPふき取り検査キットを活用し、手洗い後の手指の菌数を調べ、流水石

鹸が一番効果が高いことを数値で認識し、感染対策は正しい手洗いからということを実践として

学ぶ機会とした。 

最新の介護動向の学びについては、パナソニックからオンラインで ICT介護ロボットの活用や

職場環境の改善、利用者の QOL向上、人材育成の強化等についての講義を受け、道具をうまく使

える人の力が必要と学ぶことができた。 

また、実習受け入れ事業所を対象にオンラインで説明会を実施。県東部を中心に 35施設の参加

があり、「魅力ある福祉・介護の職場宣言ひろしま」認証制度の推進と実習指導の説明を行い、理

解協力を得る機会とした。 

また、外部団体と共同企画として、オンライン講演会・シンポジウムに参加し、大阪在住の８ 
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０代の介護福祉士を講師として、その活躍についての講演を聴講し、地域の専門職と共にシン 

ポジウムにも参加することができた。その他にも認知症サポーター養成講座受講、介護福祉士会

監修の虐待防止研修（動画）の視聴と演習も行った。また、福山レクリエーション協会の協力を

得て、1年生を対象にボッチャやユニカールなどを体験し、福祉レクリエーションの実践に活かせ

る学びを行った。 

 

② 課題 

   新型コロナウイルスの感染対策が必要とされる中でも、オンラインの活用などにより有意義   

  で質を旦保した教育活動が展開できることが分かった。今後更にその内容を充実させていくため 

に外部機関との繋がりと協働を継続的に求める必要がある。 

 

③ 特記事項 

    特になし 
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 (4)学修成果 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３ 

やや不適切…２、不適切…１ 

・就職率の向上が図られているか   ○4  ３ ２ １ 

・資格取得率の向上が図られているか   ○4  ３ ２ １ 

・退学率の低減が図られているか   ４ ３ ○2  １ 

・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか   ４ ○3  ２ １ 

・卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか   ４ ○3  ２ １ 

 

① 現状 

就職希望者は、全員福祉施設に就職している。国試受験 23名中 19名が合格したが（合格率 82.6％）、

合格率 100％を割ったのは本校初めてのことである。 

令和 3年度の退学者は 5名。内 1名は委託訓練生であったが、就職のため退学した。また、2名は

病気療養のため休学後、退学。他 2名は進路変更のため退学した。 

休学者は 2名で、両者とも特にコミュニケーション力に困難さがあり、介護実習等学業を達成でき

ず休学を選択、施設でボランティア経験を積みながら今後の進路を検討している。この 2名に対し

ては、かかっている病院や福祉サービスと連携をとりながら、自立した生活を送ることを目指して

支援を継続している。 

  

② 課題 

  更に細やかな対応を行いつつ、退学防止対策について広く知識や情報を集める等、退学者、休学

者の低減を図ることが喫緊の大きな課題である。方法としては、障害支援専門職からの助言や学習

を行う等を検討している。 

 

③ 特記事項 

必要に応じて東広島発達障害支援センターや尾道市や福山市等の障害者支援センターとの連携を

図る。 
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(5)学生支援 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３ 

やや不適切…２、不適切…１ 

・進路・就職に関する支援体制は整備されているか   ○4  ３ ２ １ 

・学生相談に関する体制は整備されているか   ○4  ３ ２ １ 

・学生に対する経済的な支援体制は整備されているか   ○4  ３ ２ １ 

・学生の健康管理を担う組織体制はあるか   ○4  ３ ２ １ 

・課外活動に対する支援体制は整備されているか   ４ ○3  ２ １ 

・学生の生活環境への支援は行われているか   ４ ○3  ２ １ 

・保護者と適切に連携しているか   ○4  ３ ２ １ 

・卒業生への支援体制はあるか   ○4  ３ ２ １ 

・社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか   ○4  ３ ２ １ 

・高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われている 

か 
  ４ ○3  ２ １ 

 

① 現状 

広島県の新型コロナウイルス感染症対策補助金を活用し、消耗品（ペーパータオルやアルコール

消毒液等）を確実に備えることができた。また、実習前には PCR検査を必須とし、明確な指標で対

応した。 

進路・就職に関する支援としては、2年次に進路指導の時間を設け、履歴書の書き方や模擬面接指

導を行うほか、福祉の職場就職説明会を 2回開催することで就労意欲向上や就職先選考についての

助言指導の充実につながっている。 

経済的な支援としては、広島県修学資金貸付や日本学生支援機構、また民間保険会社の奨学金に 

加え、本校独自の施設奨学金制度を設けている。これらの制度を活用しながらアルバイトをする学 

生も多く、学業に影響しないよう生活の見守りが必要である。 

② 課題 

様々な課題を抱える学生が増加していることから、精神障害や発達障害などに対して、教員も基 

本的な知識を習得する等理解を深め、保護者と協力して学生の生活全般を見守り、また学生の状況

に応じた個別対応がより一層求められる。関係機関との連携も深めていく技術も必要である。 

 施設奨学生については、就職施設、学生や保護者、学校が早期から情報交換し、協力体制を整え

ていくことが必要である。 

 

③ 特記事項   

特になし 
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   (6)教育環境 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３ 

やや不適切…２、不適切…１ 

・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか   ○4  ３ ２ １ 

・学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備し 

ているか 
  ４ ○3  ２ １ 

・防災に対する体制は整備されているか   ４ ○3  ２ １ 

 

① 現状 

    新型コロナウイルスによる感染予防のためのオンライン授業の環境整備を進め、有線設備を確

保し安定的な授業運営を実現した。これにより、介護福祉士養成施設協会学会や尾道市地域包括

ケア連絡協議会研修・シンポジウムに学生もオンライン参加し、福祉や介護の現場の最前線の情

報に触れたり、専門職との意見交換を行うことが出来た。 

施設整備については、介護実習室の拡張のため古い備え付け実習用トイレや台所等の設備を廃

止したことで、広く動きやすい環境を整えた。また、隣り合った 203.204教室の壁撤去工事を行

って教室を拡張し、学生数が増える新年度に向けて準備を行った。来年度トイレの改修を行い、

洋式トイレの温便座に工事を行う予定とする。 

 

② 課題 

普段からのメンテナンスや学生にも物品使用時の意識の向上、整理・清掃等において、SDGSの

取り組みの一つとしても理解を深め、検討していく必要がある。また、光熱費の値上がり等を踏

まえ、今後太陽光発電等の検討が必要となる。同時に、豪雨等災害による断水等への対応につい

て検討が必要である。 

 

③ 特記事項 

防火訓練は消防署員の立会いの下で、学生、教職員で実施している。 
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(7)学生の受入れ募集 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３ 

やや不適切…２、不適切…１ 

・学生募集活動は、適正に行われているか   ４ ○3  ２ １ 

・学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか   ４ ○3  ２ １ 

・学納金は妥当なものとなっているか   ４ ○3  ２ １ 

 

① 現状 

2021年度、新型コロナウイルス感染が広がり、ガイダンスやオープンキャンパスなど高校生と

の出会いの場の縮小傾向は続いていたが、新入生は増加した。これは広島県東部地区における介

護福祉士養成校が本校 1か所のみである状況が功を奏した面もある。 

2021年度前半は、高校等でのガイダンスも無く、高校訪問も自粛する状況が続いた。後半にな

り、少しずつガイダンスに参加でき、高校によってはオンラインガイダンスに参加し、福祉の仕

事や魅力の紹介を行うことができた。また、保護者に奨学金等の金銭面での情報が分かりやすく

伝わるように資料を工夫した。 

学校パンフレットは、カリキュラム・学生生活・サークル活動、さらに本校独自の情報・奨学

制度等の見せ方を見直し、わかりやすく読みやすい内容に変更した。また、教育成果として就職

率 100％であることも伝えている。このパンフレットは校内ガイダンス等でも活用し、オープン

キャンパス等で来校する学生数の増加を図るように努めている。 

   

② 課題 

  時代と共に高校生の関心事、目にするツール等は変化するため、そこに焦点を当てた広報を実

施しなければならないと考える。また、世間一般にある介護のイメージより更にポジティブなイ

メージを高校生へ情報提供していく必要がある。また、そのイメージに沿った学校教育内容を再

検討していくことが求められる。 

 

③ 特記事項 

特になし 
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 (8)財務 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３ 

やや不適切…２、不適切…１ 

・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか   ４ ３ ○2  １ 

・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか   ４ ３ ○2  １ 

・財務について会計監査が適正に行われているか   ○4  ３ ２ １ 

・財務情報公開の体制整備はできているか   ○4  ３ ２ １ 

 

① 現状 

2021年度の入学者数 35名（1名の休学者を含めると 1年生は３６名である。）財務状況は上向

きとなった。一方で、年度途中の退学者もあり、財務状況は今後も楽観できない。介護職のイメ

ージアップを図りながら、現役高校生の入学者を獲得するための努力がさらに必要である。 

 

② 課題 

効果的な広報活動を再検討し、高校生が関心を持つきっかけづくりに取り組む必要がある。ま

た引き続き外国人留学生の入学に向けて受け入れ態勢等の整備を行う。 

法人・施設等との一体的経営の強化を実現し、経費削減に向けた、見直しが必要である。 

 

③ 特記事項 

特になし 
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(9)法令等の遵守 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３ 

やや不適切…２、不適切…１ 

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか   ○4  ３ ２ １ 

・個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか   ４ ○3  ２ １ 

・自己評価の実施と問題点の改善を行っているか   ４ ○3  ２ １ 

・自己評価結果を公開しているか   ４ ○3  ２ １ 

 

① 現状 

専修学校設置基準等を遵守し、適正に運営するよう努めている。変更があった場合は適宜変更

届を提出している。また、個人情報の保護については学生から誓約書を取り遵守するよう努めて

いる。 

自己評価については、学生アンケートなどを実施しながら振り返りをして、改善を心がけてき 

た他、この形式での自己評価からの課題について解決にむけて取り組みを始めている。 

  

② 課題 

自己評価結果をホームページで早急に公開する。学生個々にも、インスタ等への写真アップな   

   ど適正な情報発信に努めるように啓発してく。 

 

③ 特記事項 

法令順守については、法人も強いコンプライアンスの意識を持っており、学校でも常に意識化

するよう努めている。 
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(10)社会貢献・地域貢献 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３ 

やや不適切…２、不適切…１ 

・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか   ４ ○3  ２ １ 

・学生のボランティア活動を奨励、支援しているか   ４ ○3  ２ １ 

・地域に対する公開講座・教育訓練(公共職業訓練等を含む)の受託等を積極的に実施し 

ているか 
  ４ ○3  ２ １ 

 

① 現状 

昨年に続き、新型コロナウイルスによる感染予防のため、地域とのつながりが減少した。学生

のボランティア活動の支援としては、山手地区にある一人暮らし高齢者宅を訪問しての資源ごみ

回収は継続し、地域の特性やそこに暮らされている方々の生活を支える一助になるように努めた。 

地域に対する研修としては、尾道市との災害協定、介護職員実務者研修を実施しているが、更

には地域に団体等と関係性を強め、協働で研修等を実施する等の取り組みを開始した。 

 

② 課題 

コロナ禍においても学校の資源活用や施設の地域貢献について、その在り方を模索していく。

そのためにも、地域にある団体や組織と関係性を強めて地域のニーズに応える準備を行う必要が

ある。 

尾道市及び周辺地域での社会貢献活動や地域貢献活動の機会を通して介護職のイメージアップ 

を図り、学生募集につながるように、積極的な地域行事への参加を継続して行く。 

  

③ 特記事項 

広島県実習指導者講習会、広島県介護支援専門員法定研修、尾道市介護支援専門員連絡協議会

及び尾道市地域包括ケア連絡協議会の研修に関わっている。 

 


